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a

「
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
」
解
説

伊
能
忠
敬
は
満
五
五
歳
か
ら
自
ら
の
意
思
で
測
量
を
志
し
、
七
三
歳
で
死
没
す
る
ま
で
、
日
々
の
出
来
事
を
日
記
に

残
し
た
。
こ
れ
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
は
伊
能
測
量
の
詳
し
い
経
過
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
記
に
は
、
彼
が
測
量
し
な
が
ら
現
場
で
書
い
た
「
忠
敬
先
生
日
記
」
と
い
う
表
題
の
五
一
冊
と
、
自
身
で
後
に
清

書
し
た
「
測
量
日
記
」
と
い
う
名
称
の
清
書
本
二
八
冊
の
二
種
類
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
千
葉
県
香
取
市
の
伊
能
忠
敬
記

念
館
に
保
存
さ
れ
て
い
て
、
二
○
一
○
年
六
月
二
九
日
、
両
者
と
も
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
に
も
測
量
日
記
解
読
書
の
制
作
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
に
よ
り
試
み
ら
れ
た
が
、
本
デ
ー
タ
は
元
伊
能
忠

敬
記
念
館
館
長
佐
久
間
達
夫
氏
の
「
測
量
日
記
」
解
読
を
底
本
と
し
、
伊
能
忠
敬
研
究
会
内
外
の
古
文
書
と
史
実
に
詳

し
い
諸
兄
姉
の
知
識
を
結
集
し
て
、
徹
底
し
た
校
訂
を
お
こ
な
い
、「
測
量
日
記
」
清
書
本
解
読
書
の
決
定
版
を
目
指

し
て
い
る
。

伊
能
測
量
の
公
式
報
告
は
、
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
輿
地
実
測
録
十
四
冊
と
大
図
二
一
四
枚
、
中
図
八
枚
、
小
図
三
枚

で
あ
る
が
、
わ
ざ
わ
ざ
清
書
本
ま
で
作
成
し
た
「
測
量
日
記
」
も
、
準
公
式
報
告
書
と
し
て
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
た

記
録
と
考
え
ら
れ
る
。

「
測
量
日
記
」
の
記
述
は
、
天
候
、
作
業
内
容
、
宿
泊
地
、
訪
問
し
た
名
所
旧
跡
や
、
送
迎・
案
内
な
ど
接
遇
に
あ
た
っ

た
諸
藩
の
役
人
、
町
村
宿
場
役
人
の
名
前
な
ど
の
事
実
を
淡
々
と
記
し
、
感
想
、
意
見
、
批
判
め
い
た
こ
と
は
、
ほ
と

ん
ど
現
れ
な
い
。
一
見
、
無
味
乾
燥
で
あ
る
が
、
旅
先
で
課
業
終
了
後
、
暮
夜
独
り
、
受
け
取
っ
た
名
札
を
整
理
し
な

が
ら
、
一
日
の
経
過
を
綴
っ
た
忠
敬
の
想
い
に
心
を
は
せ
、
行
間
か
ら
事
実
を
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

「
測
量
日
記
」
の
精
読
に
よ
り
、
想
像
を
遥
か
に
超
え
る
巨
大
な
事
業
規
模
を
知
り
、
作
業
内
容
と
し
て
は
、
梵
天

の
大
き
さ
、
海
岸
測
線
の
渚
か
ら
の
距
離
、
天
測
の
頻
度
な
ど
、
伊
能
測
量
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

「
第
一
巻
」
と
「
第
二
巻
」
で
は
、
測
量
開
始
ま
で
の
交
渉
経
緯
が
「
第
一
巻
」
に
、
ま
た
第
一
次
測
量
の
終
了
後

か
ら
第
二
次
測
量
開
始
ま
で
の
経
過
が
「
第
二
巻
」
に
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
第
三
巻
」
か
ら
第
一
次
測
量
の

記
録
が
現
れ
る
か
ら
わ
か
り
に
く
い
が
、
測
量
記
録
の
み
を
読
む
場
合
は
、「
第
三
巻
」
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
稿
の
取
り
ま
と
め
に
あ
た
り
、
左
の
各
氏
に
絶
大
な
御
協
力
い
た
だ
い
た
。
皆
様
御
多
忙
の
な
か
を
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
、
有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

伊
藤
栄
子	

古
文
書
研
究
家
、
元
伊
能
忠
敬
研
究
会
会
員
（
第
一
巻
～
第
五
巻
、
第
九
巻
〜
第
十
巻
、
第
十
八
巻
、

第
二
十
五
巻
～
第
二
十
八
巻
）

河
崎
倫
代	

伊
能
忠
敬
研
究
会
理
事
石
川
支
部
長
、
元
高
校
教
諭
〔
日
本
史
〕（
第
六
巻
〜
第
七
巻
）、

伊
能
楯
雄	

伊
能
忠
敬
研
究
会
理
事
、
伊
能
家
縁
戚
、
元
香
取
市
立
伊
能
忠
敬
記
念
館
館
長
（
第
八
巻
）

木
村
立
彦	

古
文
書
研
究
家
、
所
沢
市
新
所
沢
東
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
（
第
十
一
巻
、
第
十
四
巻
）

鈴
木
純
子	

伊
能
忠
敬
研
究
会
代
表
理
事
、
元
国
会
図
書
館
課
長
（
第
十
二
巻
と
第
十
三
巻
の
四
国
以
外
）

稲
葉
末
明	

古
文
書
研
究
家
（
監
修
補
佐
、
第
十
二
巻
と
第
十
三
巻
の
四
国
測
量
部
分
）

山
田

洋	

伊
能
忠
敬
研
究
会
会
員
、
古
文
書
研
究
家
、
松
浦
史
談
会
（
佐
賀
）
事
務
局
長
（
第
二
十
四
巻
）

入
江
正
利	

古
文
書
研
究
家
、
元
伊
能
忠
敬
研
究
会
会
員
（
第
十
五
巻
～
第
十
七
巻
、
第
十
九
巻
～
第
二
十
三
巻
）

渡
辺
一
郎	

伊
能
忠
敬
研
究
会
名
誉
代
表
（
監
修
）

坂
本

巍
・
横
溝
高
一
・
戸
村
茂
昭
・
竹
村
基
（
編
集
協
力
）

二
〇
一
五
年
一
〇
月

伊
能
忠
敬
ｅ
史
料
館

館
長

渡
辺
一
郎

（
伊
能
忠
敬
研
究
会
理
事
名
誉
代
表
）

みほん



b

「
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
」
内
容

一
、「
測
量
日
記
」
の
統
一
し
た
表
題
は
、
昭
和
二
十
七
年
二
月
に
、
装
丁
を
修
理
し
た
際
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、

清
書
本
二
十
八
冊
に
は
「
寛
政
十
二
年
庚
申
、
蝦
夷
于
役
志
」
と
か
「
享
和
元
辛
酉
歳
、
沿
海
日
記

完
」
な
ど
と
、

そ
れ
ぞ
れ
に
原
題
が
つ
い
て
い
る
。
測
量
回
数
、
表
題
、
原
題
と
巻
別
内
容
は
一
覧
表
の
通
り
で
あ
る
。

二
、
忠
敬
は
全
部
で
九
回
の
遠
国
測
量
と
二
回
の
江
戸
府
内
測
量
を
お
こ
な
っ
た
が
、
本
稿
は
第
九
次
ま
で
の
遠
国
測

量
の
日
記
を
収
録
し
て
い
る
。
第
五
次
測
量
帰
着
以
後
の
江
戸
滞
在
部
分
は
掲
載
し
て
い
な
い
。

表
題

原
題
名

日
記
内
容

本
書
表
題

測
量
日
記
之
内
一
蝦
夷
干
役
志
、
啓
行
策
略　

完

蝦
夷
御
用
集
録
第
一
次
測
量
（
蝦
夷
地
）
幕
府
折
衝
編

測
量
日
記
之
内
二
沿
海
日
記
、
啓
行
策
略
、
全

御
用
留
日
記

第
二
次
測
量
（
本
州
東
海
岸
）
幕
府
折
衝
編

測
量
日
記
之
内
三
寛
政
十
二
年
庚
申
、
蝦
夷
于
役
志
寛
政
12
年
閏
4
月
19
日
～
寛
政
12
年
10
月
28
日
第
一
次
測
量

測
量
日
記
四

享
和
元
辛
酉
歳
、
沿
海
日
記
、
完
享
和
元
年
4
月
1
日
～
享
和
元
年
12
月
7
日

第
二
次
測
量

測
量
日
記
五

享
和
二
壬
戌
歳
、
沿
海
日
記

享
和
2
年
6
月
3
日
～
享
和
2
年
10
月
23
日

第
三
次
測
量

測
量
日
記
六

享
和
三
癸
亥
歳
、
沿
海
日
記
、
上
享
和
3
年
2
月
12
日
～
享
和
3
年
7
月
4
日

第
四
次
測
量

測
量
日
記
七

享
和
三
癸
亥
歳
、
沿
海
日
記
、
下
享
和
3
年
7
月
4
日
～
享
和
3
年
10
月
12
日

測
量
日
記
八

乙
丑
丙
寅
、
沿
海
日
記
、
元

文
化
2
年
2
月
25
日
～
文
化
2
年
8
月
12
日

第
五
次
測
量

測
量
日
記
九

乙
丑
丙
寅
、
沿
海
日
記
、
享

文
化
2
年
8
月
13
日
～
文
化
3
年
2
月
3
日

測
量
日
記
十

乙
丑
丙
寅
、
沿
海
日
記
、
利

文
化
3
年
2
月
4
日
～
文
化
3
年
6
月
6
日

測
量
日
記
十
一

乙
丑
丙
寅
、
沿
海
日
記
、
貞

文
化
3
年
6
月
7
日
～
文
化
3
年
11
月
20
日

測
量
日
記
十
二

戊
辰
、
沿
海
日
記
、
上

文
化
5
年
1
月
25
日
～
文
化
5
年
8
月
1
日

第
六
次
測
量

測
量
日
記
十
三

戊
辰
、
沿
海
日
記
、
下

文
化
5
年
8
月
2
日
～
文
化
6
年
1
月
19
日

測
量
日
記
十
四

測
量
日
記
、
一

文
化
6
年
8
月
27
日
～
文
化
6
年
12
月
29
日

第
七
次
測
量

測
量
日
記
十
五

測
量
日
記
、
二

文
化
7
年
1
月
1
日
～
文
化
7
年
4
月
28
日

測
量
日
記
十
六

測
量
日
記
、
三

文
化
7
年
4
月
29
日
～
文
化
7
年
12
月
30
日

測
量
日
記
十
七

測
量
日
記
、
四

文
化
8
年
1
月
1
日
～
文
化
8
年
5
月
8
日

測
量
日
記
十
八

辛
未
・
壬
申
、
測
量
日
記

文
化
8
年
11
月
25
日
～
文
化
9
年
7
月
21
日

第
八
次
測
量

測
量
日
記
十
九

壬
申
、
測
量
日
記

文
化
9
年
7
月
22
日
～
文
化
9
年
10
月
13
日

測
量
日
記
二
十

壬
申
、
測
量
日
記

文
化
9
年
10
月
10
日
～
文
化
9
年
12
月
29
日

測
量
日
記
二
十
一
癸
酉
、
測
量
日
記

文
化
10
年
1
月
1
日
～
文
化
10
年
4
月
13
日

測
量
日
記
二
十
二
癸
酉
、
測
量
日
記

文
化
10
年
4
月
14
日
～
文
化
10
年
7
月
15
日

測
量
日
記
二
十
三
癸
酉
、
測
量
日
記

文
化
10
年
7
月
16
日
～
文
化
10
年
11
月
7
日

測
量
日
記
二
十
四
癸
酉
、
測
量
日
記

文
化
10
年
11
月
8
日
～
文
化
10
年
12
月
30
日

測
量
日
記
二
十
五
甲
戌
、
測
量
日
記

文
化
11
年
1
月
1
日
～
文
化
11
年
2
月
28
日

測
量
日
記
二
十
六
甲
戌
、
測
量
日
記

文
化
11
年
2
月
29
日
～
文
化
11
年
5
月
23
日

測
量
日
記
二
十
七
乙
亥
丙
子
量
地
日
記
、
天

文
化
12
年
4
月
27
日
～
文
化
12
年
12
月
30
日

第
九
次
測
量

測
量
日
記
二
十
八
乙
亥
丙
子
量
地
日
記
、
地

文
化
13
年
1
月
1
日
～
文
化
13
年
4
月
12
日

江
戸
日
記

文
化
申
十
月
二
十
二
日
ヨ
リ
起

文
化
12
年
2
月
3
日
～
文
化
12
年
2
月
19
日

第
十
次
測
量

各
巻
内
容
一
覧

みほん



c

「
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
」
凡
例

一
、
第
三
巻
以
降
で
は
所
々
に
付
箋
や
、
欄
外
記
事
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
手
分
け
測
量
が
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
、
手

分
け
隊
の
記
事
は
一
段
下
げ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
欄
外
、
付
箋
、
手
分
け
隊
、
等
の
記
事
は
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
褐
色
で
表
現
し
た
。

原
文
で
一
行
内
に
割
注
扱
い
で
二
行
書
き
に
な
っ
て
い
る
記
事
に
は
、
注
記
的
な
部
分
と
、
そ
う
で
な
い
部
分
が

あ
る
が
、
個
々
に
判
断
し
て
明
白
な
注
記
は
括
弧
内
に
入
れ
た
も
の
が
あ
る
。
注
記
で
な
い
部
分
は
本
文
と
同
じ
に

扱
っ
た
。
多
く
は
な
い
が
、「
校
訂
者
」
が
追
加
し
た
注
記
的
文
字
は
「
青
色
」
で
表
記
し
た
。

原
文
で
三
行
注
記
や
構
造
体
表
記
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
書
下
し
文
に
直
せ
な
い
場
合
は
、
原
文
の
記
述
と

一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。 

○
○
○
村

右
衛
門 

□
□
□
村

庄
屋

仁
助 

△
△
△
村

左
衛
門 
（
三
行
を1

行
扱
い
に
）

を
○
○
○
村
庄
屋
右
衛
門
、
□
□
□
村
庄
屋
仁
助
、
△
△
△
村
庄
屋
左
衛
門 

と
表
現
す
る
。

二
、
原
文
は
、
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
解
読
し
た
。
明
ら
か
に
作
者
の
誤
記
、
誤
解
に
よ
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
は
、

ル
ビ
（
マ
マ
）
を
付
け
て
後
に
訂
正
文
字
を
（

）
表
記
し
た
。
原
文
の
地
名
の
ル
ビ
も
原
文
の
通
り
と
し
た
。

漢
字
は
当
用
漢
字
と
正
字
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
固
有
名
詞
で
は
旧
漢
字
や
俗
字
も
使
用
し
た
。
嶋
→
島
、
惣

→
総
な
ど
、
普
通
名
詞
と
考
え
る
か
固
有
名
詞
と
考
え
る
か
に
よ
り
変
わ
る
が
、
個
別
に
判
断
し
た
。

旧
漢
字
で
、日
記
の
意
味
を
伝
え
る
の
に
必
要
な
場
合
に
は
、平
仮
名
に
せ
ず
旧
漢
字
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
（
凪
、

倣
、
斯
、
鰐
口
な
ど
）。
旧
漢
字
で
読
み
方
が
難
し
い
文
字
に
は
「
平
仮
名
」
ル
ビ
を
付
け
る
か
（
慥
か
→
た
し
か
、

迚
→
と
て
も
、
而
巳
→
の
み
、
な
ど
）、
平
仮
名
に
し
た
（
都
而
→
す
べ
て
、
な
ど
）。
訓
読
み
で
も
支
障
な
い
場
合

に
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
場
合
も
あ
る
（
来
此
夜
な
ど
）。

三
、
測
量
日
記
原
文
の
文
体
は
漢
文
調
で
、
仮
名
の
助
詞
を
で
き
る
だ
け
省
き
、
句
読
点
の
な
い
読
み
に
く
い
文
章
で

あ
る
が
、本
稿
で
は
な
る
べ
く
句
読
点
を
付
し
、漢
字
の
助
詞
の
大
部
分
を
書
き
な
お
し
て
、わ
か
り
や
す
く
し
た
（
た

だ
し
、
原
文
に
現
れ
る
古
文
書
な
ど
の
写
し
は
平
仮
名
に
は
し
て
い
な
い
）。
助
詞
の
「
爾
」、「
天
」、「
茂
」、「
者
」、

「
之
」、「
与
」、「
盤
」、「
須
」、「
江
」、
な
ど
は
基
本
的
に
、「
に
」、「
て
」、「
も
」、「
は
」、「
の
」、「
と
」、「
は
」、「
す
」、

「
へ
」
と
表
し
、
ま
た
、「
〆
」「
ニ
而
」
の
よ
う
な
文
字
は
基
本
的
に
「
し
て
、
し
め
て
」、「
に
て
」
と
表
記
し
た
。

「
送
り
仮
名
」
は
付
加
せ
ず
、
原
文
ど
お
り
と
し
た
（
漸
、
同
、
来
、
な
ど
）。

四
、
以
上
は
原
則
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
事
項
、
助
詞
、
句
読
点
の
扱
い
、
原
文
中
の
注
記
的
事
項
の

取
り
扱
い
、地
名
、記
事
な
ど
を
含
め
、解
読
に
当
た
っ
て
の
具
体
的
な
適
用
は
、各
校
訂
者
の
判
断
に
任
せ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
巻
ご
と
に
表
記
基
準
の
多
少
の
異
同
が
あ
る
こ
と
を
ご
容
赦
願
い
た
い
。
原
文
も
十
七
年
に
お
よ
ぶ
長

い
期
間
の
出
来
事
を
書
き
つ
な
い
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
書
き
方
も
一
定
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
願
い
た
い
。

みほん



伊
能
忠
敬
測
量
日
記
第
三
巻 

第
一
次
測
量 

蝦
夷
地
測
量 

原
題
「
寛
政
十
二
年
庚
申 

蝦
夷
于
役
志
」

蝦
夷
地
東
南
岸
。 

寛
政
十
二
庚
申
年
閏
四
月
十
九
日
～
十
月
二
十
一
日 

原
解
読
者  

佐
久
間
達
夫 

校
訂
者  

伊
藤 

栄
子 

精 

査  

稲
葉 

末
明

みほん
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第１次測量経路図 

第１次測量では千住から測り始めて、歩測で奥州街道を北上した。寒くならない

うちにと、急ぎに急いで津軽半島先端の三厩まで 21 日間で到着している。1 日平均

40キロ、毎日、夜明けから作業をはじめ、10時間働いている。 

三厩から箱館に渡りたかったが、風が悪く、風待ちに 9 泊を費やして、奥州街道

で頑張った日数をふいにする。船頭が気の毒がって、無理に船を出してくれた。し

かし風が止んで箱館につけず、やっと吉岡に上陸して箱館まで歩く。箱舘で蝦夷地

取締の役所から人馬調達の添え触れを貰い、根室方面に向かって出発する。 

念仏坂や、襟裳岬付近で苦労しながらアッケシまで北海道東南岸を測量する。あとは測

線はないが、天測だけでもと、根室までゆきたかったが、ニシベツへ着いたとき、鮭漁の

最中のため、根室の人間はすべてニシベツにきていて、人手不足で断られる。断念して同

じ道を引き返し、松前城下まで測線を伸ばしてから江戸に戻る。旅程3,200km、180日の大

旅行だった。途中従者の一人が脱落したが、皆元気だった。 

みほん



日
付
の
行
を
マ
ウ
ス
で
ク
リ
ッ
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こ
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で
、
目
的
の
本
文
へ
ジ
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し
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す
。
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宿
泊
日
・
旧
歴

西
暦

宿
泊
地

現
・
市
町
村

寛
政
十
二
年

千
八
百
年

閏
四
月
十
九
日

六
月
十
一
日

大
沢
宿

埼
玉
県
越
谷
市

閏
四
月
二
十
日

六
月
十
二
日

古
河
城
下

茨
城
県
古
河
市

閏
四
月
二
十
一
日

六
月
十
三
日

宇
都
宮
城
下

栃
木
県
宇
都
宮
市

閏
四
月
二
十
二
日

六
月
十
四
日

大
田
原
宿

同

大
田
原
市

閏
四
月
二
十
三
日

六
月
十
五
日

白
河
城
下

福
島
県
白
河
市

閏
四
月
二
十
四
日

六
月
十
六
日

本
宮
宿

同

 
 

本
宮
町

閏
四
月
二
十
五
日

六
月
十
七
日

瀬
上
宿

同

 
 

福
島
市

閏
四
月
二
十
六
日

六
月
十
八
日

大
河
原
宿

宮
城
県
大
河
原
町

閏
四
月
二
十
七
日

六
月
十
九
日

仙
台
城
下
国
分
町

同

 
 

仙
台
市

閏
四
月
二
十
八
日

六
月
二
十
日

古
川
宿

同

 
 

大
崎
市

閏
四
月
二
十
九
日

六
月
二
十
一
日

有
壁
宿

同

 
 

栗
原
市

五
月
朔
日

六
月
二
十
二
日

水
沢
宿

岩
手
県
水
沢
市

五
月
二
日

六
月
二
十
三
日

花
巻
宿

同

花
巻
市

五
月
三
日

六
月
二
十
四
日

盛
岡
城
下

同

盛
岡
市

五
月
四
日

六
月
二
十
五
日

沼
宮
内
宿

同

岩
手
町

五
月
五
日

六
月
二
十
六
日

福
岡
宿

同

二
戸
市

五
月
六
日

六
月
二
十
七
日

五
ノ
戸
宿

青
森
県
五
戸
町

五
月
七
日

六
月
二
十
八
日

野
辺
地

同

野
辺
地
町

五
月
八
日

六
月
二
十
九
日

青
森

同

青
森
市

五
月
九
日

六
月
三
十
日

平
館

同

外
ヶ
浜
町

五
月
十
日

七
月
一
日

三
厩

同

五
月
十
一
日

七
月
二
日

同

同

五
月
十
二
日

七
月
三
日

同

同

五
月
十
三
日

七
月
四
日

同

同

五
月
十
四
日

七
月
五
日

同

同

五
月
十
五
日

七
月
六
日

同

同

五
月
十
六
日

七
月
七
日

同

同

五
月
十
七
日

七
月
八
日

同

同

五
月
十
八
日

七
月
九
日

同

同

五
月
十
九
日

七
月
十
日

吉
岡

北
海
道
福
島
町

五
月
二
十
日

七
月
十
一
日

福
嶋

同

五
月
二
十
一
日

七
月
十
二
日

喜
古
内

同

木
古
内
町

五
月
二
十
二
日

七
月
十
三
日

箱
館
地
蔵
町

同

函
館
市

目
次

みほん
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寛
政
十
二
庚
申
年
閏
四
月 

蒙
台
命
、
蝦
夷
地
に
下
向
し
け
る
道
中
の
記
。 

閏
四
月
十
九
日 

朝
五
ッ
前
深
川
出
立
。
上
下
六
人
、
伊
能
勘
解
由
、
門
倉
隼
太
、
平
山
宗
平
、

伊
能
秀
蔵
、
下
人
佐
原
吉
助
、
新
に
召
か
か
え
候
長
助
な
り
。
此
日
朝
よ
り
小
雨
昼
後
に
止
、
深
川

八
幡
宮
参
詣
。
そ
れ
よ
り
両
国
通
り
浅
草
司
天
台
へ
立
寄
、
高
橋
先
生
に
て
御
酒
を
給
、
荷
物
は
深

川
よ
り
直
に
千
住
宿
へ
積
送
。
此
日
千
住
宿
送
別
の
人
は
佐
原
地
頭
所
よ
り
被
仰
付
候
渡
辺
清
蔵
殿
、

伊
能
三
郎
右
衛
門
、
同
七
左
衛
門
、
同
繁
蔵
、
小
網
町
伊
勢
屋
菊
三
郎
、
支
配
人
鯉
屋
庄
兵
衛
、
堺

屋
源
八
、
神
田
時
計
師
弥
五
郎
・
弥
三
郎
、
天
満
屋
八
右
衛
門
、
綿
屋
富
右
衛
門
、
佐
原
柏
屋
幸
右

衛
門
、
柏
木
幸
七
、
同
時
右
衛
門
。
千
住
宿
に
て
不
残
中
食
、
酒
肴
を
以
宴
別
。
千
住
よ
り
草
加
宿

へ
二
里
八
町
、
草
加
よ
り
越
谷
へ
一
里
二
十
八
町
、
越
谷
と
並
ぶ
番
駅
の
大
沢
宿
に
七
ッ
頃
着
し
て
、

中
嶋
屋
善
太
郎
と
い
う
家
に
止
宿
。 

閏
四
月
二
十
日 

朝
五
ッ
前
に
出
立
。
朝
よ
り
天
晴
て
坤
風
、
粕
壁
へ
二
里
二
十
八
町
、
杉
戸
宿

（
粕
壁
よ
り
）
一
里
二
十
一
町
、
同
所
よ
り
幸
手
宿
へ
一
里
二
十
五
町
。
そ
れ
よ
り
二
里
三
町
栗
橋

宿
（
此
間
御
関
所
。
利
根
川
舟
渡
し
）
、
中
田
宿
よ
り
一
里
十
八
町
古
河
城
下
に
七
ッ
頃
着
。
宿
柏

屋
平
八
。
此
日
添
触
写
し
を
大
沢
宿
よ
り
出
す
。
此
夜
測
量
。 

閏
四
月
二
十
一
日 

朝
曇
天
、
四
ッ
頃
よ
り
少
晴
、
九
ッ
半
頃
よ
り
又
曇
る
。
八
ッ
半
小
雨
、
七

ッ
頃
よ
り
小
雨
。
夜
は
大
雨
。
古
河
宿
を
朝
五
ッ
前
出
立
。
二
十
五
町
野
木
宿
、
一
里
二
十
七
町
間
々

田
宿
、
一
里
二
十
四
町
小
山
宿
、
一
里
十
一
町
新
田
宿
、
二
十
九
町
小
金
井
宿
、
一
里
十
八
町
石
橋

宿
、
一
里
半
五
町
雀
宮
宿
、
二
里
一
町
宇
津マ

マ

宮
城
下
、
暮
六
ッ
前
に
着
。
宿
成
田
屋
吉
右
衛
門
。

閏
四
月
二
十
二
日 

朝
雨
止
み
曇
天
、
四
ッ
頃
よ
り
少
晴
、
終
日
白
曇
、
朝
六
ッ
半
後
出
立
。
二

里
二
十
三
町
三
十
間
白
沢
宿
、
一
里
十
八
町
氏
家
宿
、
二
里
四
町
喜
連
川
、
二
里
三
十
町
三
十
六
間

佐
久
山
、
一
里
二
十
五
町
四
十
一
間
大
田
原
宿
、
七
ッ
半
頃
に
着
。
宿
大
玉
子
屋
弥
市
。 

閏
四
月
二
十
三
日 

朝
よ
り
曇
天
。
朝
六
ッ
半
頃
出
立
。
三
里
一
町
五
十
四
間
鍋
掛
、
八
丁
越
堀
、

二
里
十
一
町
四
十
二
間
半
芦
野
宿
、
三
里
四
町
三
十
五
間
白
坂
宿
、
一
里
三
十
三
町
白
河
七
ッ
頃
に

着
。
宿
因
幡
屋
茂
兵
衛
と
い
う
。
白
河
城
下
に
て
心
当
致
置
候
御
用
宿
は
、
至
て
小
家
手
狭
に
つ
き

宿
繰
替
し
因
幡
屋
と
な
り
し
。
此
主
は
下
総
佐
原
に
て
丸
屋
伊
右
衛
門
と
い
う
も
の
の
酒
蔵
を
か
り
、

丸
屋
清
吉
と
い
っ
て
酒
造
せ
し
人
な
り
、
丙
午
年
の
と
し
、
大
坂
に
て
米
商
に
損
金
を
な
し
、
此
白

河
城
下
へ
来
り
け
る
よ
し
。
不
思
議
に
対
面
、
酒
肴
を
以
、
饗
応
あ
り
し
ま
ま
女
房
へ
南
鐐
一
片
遣

し
け
る
。
此
あ
る
じ
は
生
国
は
近
江
の
国
な
り
。 みほん
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閏
四
月
二
十
四
日 

朝
小
雨
、
昼
後
よ
り
大
雨
。
夜
も
大
雨
。
朝
六
ッ
後
出
立
。
二
里
四
町
大
田

川
宿
、
一
里
七
町
大
和
久
宿
、
一
里
十
町
久
来
石
宿
、
一
里
二
十
七
町
須
賀
川
宿
、
二
里
八
町
笹
川

宿
、
一
里
九
町
郡
山
宿
、
二
里
十
町
高
倉
宿
、
一
里
七
町
本
宮
宿
、
七
ッ
後
着
、
止
宿
。 

 

閏
四
月
二
十
五
日 

朝
よ
り
大
雨
、
昼
前
小
雨
に
成
、
八
ッ
後
よ
り
雨
止
、
曇
天
。
朝
六
ッ
半
頃

出
立
。
一
里
十
八
町
杉
田
宿
（
温
石
町
当
駅
）
、
一
里
十
町
二
本
松
城
下
、
二
里
八
町
八
丁
目
宿
、

一
里
七
町
若
宮
宿
、
二
里
福
島
城
下
、
二
里
八
丁
瀬
上
、
七
ッ
半
頃
に
着
。
夜
は
大
雨
。 

 

閏
四
月
二
十
六
日 

朝
小
雨
、
九
ッ
後
よ
り
雨
止
少
晴
、
暮
合
よ
り
曇
天
。
朝
六
ッ
後
出
立
、
一

里
十
二
町
桑
折
宿
、
一
里
七
町
藤
田
宿
、
一
里
七
町
貝
田
宿
、
十
八
町
越
河
宿
、
一
里
十
五
町
四
十

間
斎
川
宿
、
一
里
十
二
町
四
十
間
白
石
町
、
一
里
二
十
三
町
刈
田
宮
宿
、
一
里
十
二
町
金
ケ
瀬
宿
、

三
十
町
余
大
河
原
宿
七
ッ
後
に
着
。
止
宿
。 

 

閏
四
月
二
十
七
日 

朝
よ
り
七
ッ
頃
迄
晴
天
、
そ
れ
よ
り
曇
天
。
朝
六
ッ
後
出
立
。
一
里
十
一
町

四
十
間
舟
廻マ

マ

（
迫
）
宿
、
一
里
十
一
町
二
十
四
間
槻
木
宿
、
一
里
二
十
五
町
四
十
間
岩
沼
宿
、
一
里

二
十
九
町
増
田
宿
、
三
十
一
町
中
町
宿
、
三
十
二
町
長
町
宿
、
一
里
十
三
町
四
十
間
仙
台
城
下
国
分

町
、
八
ッ
半
後
に
着
、
止
宿
。
此
夜
測
量
。 

 

閏
四
月
二
十
八
日 

朝
よ
り
昼
後
迄
晴
天
、
八
ッ
後
よ
り
曇
天
。
朝
五
ッ
頃
出
立
。
二
里
七
北
田

宿
、
そ
れ
よ
り
二
里
十
九
町
新
町
（
富
谷
新
町
）
、
一
里
十
九
町
吉
岡
宿
、
三
里
十
町
三
本
木
宿
、

一
里
半
古
河
宿
、
七
ッ
前
に
着
、
止
宿
。
夜
測
量
。 

 

閏
四
月
二
十
九
日 

朝
五
ッ
半
後
迄
霧
深
、
四
ッ
前
よ
り
晴
天
。
朝
五
ッ
頃
出
立
。
一
里
十
三
町

荒
谷
宿
、
一
里
二
十
町
高
清
水
宿
、
三
里
六
町
二
十
間
宮
野
宿
、
二
里
十
四
町
金
成
宿
、
二
里
六
町

有
壁
宿
。
七
ッ
頃
に
着
、
止
宿
。
此
夜
測
量
。 

 

五
月
朔
日 

朝
曇
、
昼
前
よ
り
晴
。
二
里
二
十
一
町
山
ノ
目
宿
（
一
ノ
関
迄
十
七
町
有
。
上
十
五

日
は
一
ノ
関
、
下
十
五
日
は
山
ノ
目
）
、
そ
れ
よ
り
三
里
六
町
前
沢
宿
、
二
里
二
十
町
水
沢
宿
、
七

ッ
頃
着
、
止
宿
。
夜
測
量
。 

 

五
月
二
日 

晴
天
、
八
ッ
前
よ
り
少
曇
る
。
朝
六
ッ
後
出
立
。
一
里
半
金
ヶ
崎
、
二
里
半
鬼
柳
宿
、

四
里
二
町
余
花
巻
宿
、
八
ッ
頃
に
着
、
止
宿
。
夜
測
量
。
（
此
日
南
部
家
の
向
井
宦
治
と
云
る
五
百

石
程
取
れ
る
軍
学
者
と
道
を
同
し
け
る
）
。 みほん
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五
月
三
日 

朝
よ
り
晴
天
、
八
ッ
頃
よ
り
曇
る
。
朝
六
ッ
半
出
立
。
三
里
半
石
鳥
谷
、
二
里
半
郡

山
宿
、
三
里
三
十
四
町
南
部
盛
岡
城
下
（
入
口
に
北
上
川
有
、
船
橋
な
り
。
仙
台
領
石
ノ
巻
に
落
る
）
、

止
宿
。 

 

五
月
四
日 
朝
六
ッ
過
よ
り
小
雨
、
昼
前
後
中
雨
、
八
ッ
半
頃
雷
一
声
、
夜
に
入
小
雨
。
八
里
三

十
町
沼
宮
内
宿
（
比
間
に
渋
民
村
有
り
、
四
里
二
十
七
町
。
渋
民
よ
り
沼
宮
内
へ
四
里
三
町
、
馬
継
）
、

止
宿
。 

 

五
月
五
日 

朝
小
雨
、
そ
れ
よ
り
止
、
又
七
ッ
頃
迄
度
々
小
雨
そ
の
後
少
晴
、
六
ッ
頃
よ
り
又
曇

る
。
朝
六
ッ
半
頃
出
立
。
八
里
八
町
一
ノ
戸
宿
（
此
間
小
繋
村
、
高
屋
敷
村
あ
り
。
両
宿
の
馬
継
を

す
る
な
り
）
、
一
里
三
十
一
町
福
岡
宿
に
七
ッ
頃
着
（
福
岡
の
前
に
末
の
松
山
あ
り
）
、
止
宿
。 

 

五
月
六
日 

度
々
小
雨
、
亦
曇
天
、
夜
初
晴
後
曇
る
。
福
岡
の
宿
よ
り
朝
六
ッ
半
頃
出
立
。
一
里

金
田
市
宿
、
三
里
八
町
三
ノ
戸
宿
（
山
辺
源
兵
衛
と
帰
府
の
節
の
止
宿
を
約
す
）
、
三
里
十
五
町
四

間
浅
水
宿
、
一
里
十
七
町
四
十
間
五
ノ
戸
宿
、
八
ッ
後
着
。 

 

五
月
七
日 

朝
曇
、
四
ッ
頃
よ
り
晴
天
、
夜
四
ッ
頃
よ
り
曇
る
。
朝
五
ッ
頃
出
立
。
一
里
二
十
五

町
五
十
七
間
伝
法
寺
村
、
四
里
三
十
町
四
十
間
七
ノ
戸
宿
、
五
里
二
十
九
町
十
三
間
野
辺
地
、
七
ッ

頃
に
着
、
止
宿
。
此
夜
測
量
。 

 

五
月
八
日 

朝
五
ッ
頃
迄
大
雨
、
そ
の
後
少
晴
、
又
曇
る
。
朝
五
ッ
頃
出
立
。
四
里
十
一
町
小
湊
、

四
里
十
三
町
野
内
、
青
森
七
ッ
半
頃
着
、
止
宿
。 

 

五
月
九
日 

朝
六
ッ
後
よ
り
曇
天
、
時
々
小
雨
、
五
ッ
半
頃
よ
り
晴
て
暮
よ
り
曇
る
。
青
森
朝
六

ッ
後
に
出
立
。
一
里
十
三
町
油
川
、
三
里
十
九
町
蓬
田
、
二
里
三
町
三
十
七
間
五
尺
、
三
里
十
六
町

三
十
間
二
尺
平
館
、
七
ッ
前
に
着
。
止
宿
。
夜
少
測
量
。
此
日
蓬
田
に
て
村
上
三
郎
右
衛
門
殿
に
途

中
出
会
、
青
森
過
て
村
々
役
人
出
迎
、
村
々
堺
ま
で
案
内
、
（
油
川
、
十
三
森
、
夏
枝
、
飛
鳥
、
瀬

戸
子
、
奥
内
、
前
田
、
清
水
、
打
真
都
、
左
り
関
、
小
橋
、
六
枚
橋
、
後
方
、
中
沢
、
蓬
田
、
瀬
部

地
、
広
瀬
、
蟹
田
、
石
浜
、
深
と
ま
、
飛
弾
屋
、
杉
村
、
今
津
、
平
館
） 

 

五
月
十
日 

朝
曇
、
四
ッ
頃
よ
り
晴
天
、
夜
に
入
曇
る
。
朝
五
ッ
頃
出
立
。
母
衣
月
に
て
中
食
、

平
館
よ
り
五
里
十
八
町
今
別
村
、
一
里
三
厩
、
八
ッ
半
頃
に
着
。
宿
工
藤
忠
兵
衛
。
此
日
平
館
よ
り

奥
平
部
村
、
砂
ケ
森
村
、
母
衣
月
村
、
大
泊
村
そ
の
外
村
々
役
人
案
内
。 

みほん
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五
月
十
一
日 

朝
よ
り
晴
天
、
八
ッ
半
後
よ
り
曇
、
夜
に
入
弥
曇
天
。
此
日
東
風
（
此
辺
に
て
は

ヤ
マ
セ
風
と
い
う
）
に
て
渡
海
な
ら
ず
。
逗
留
。
庄
屋
書
出
し
、
丑
寅
の
風
。 

 

五
月
十
二
日 

朝
よ
り
曇
天
、
夜
に
入
少
雨
降
る
。
東
風
、
同
逗
留
。
書
出
し
同
風
。 

 

五
月
十
三
日 

朝
曇
、
五
ッ
半
頃
よ
り
少
し
ず
つ
晴
る
。
此
日
宇
鉄
と
い
う
所
迄
足
間
・
方
位
を

測
量
。
同
風
滞
留
。
夜
測
量
。
庄
屋
書
付
丑
寅
風
。 

 

五
月
十
四
日 

朝
よ
り
晴
る
。
無
風
ゆ
え
渡
海
な
ら
ず
。
滞
留
。
夜
測
量
。
書
付
同
前
。 

 

五
月
十
五
日 

朝
よ
り
霧
深
。
四
ッ
後
に
晴
、
そ
れ
よ
り
又
曇
天
、
九
ッ
半
後
よ
り
雨
、
終
日
ヤ

マ
セ
風
に
付
逗
留
。
書
付
子
丑
の
風
。 

 

五
月
十
六
日 

昼
夜
曇
天
、
同
前
東
風
に
て
逗
留
。
書
付
申
酉
の
風
。 

 

五
月
十
七
日 

朝
よ
り
晴
る
。
風
も
少
し
直
り
候
よ
し
に
て
朝
五
ッ
半
頃
大
船
に
乗
（
津
軽
侯
の

御
船
な
り
）
渡
海
の
所
、
風
止
み
又
三
厩
へ
帰
る
。
則
滞
留
。 

 

五
月
十
八
日 

前
夜
よ
り
朝
四
ッ
後
迄
大
雨
、
そ
の
後
小
雨
、
八
ッ
頃
よ
り
曇
る
。
同
東
風
に
て

滞
留
。
書
付
子
丑
の
風
。 

三
厩 

庄
屋
忠
兵
衛
不
出
帆
書
付 

 
 

 

覚 

一
、
今
日 

丑
寅
、
又
は
申
酉
、
子
丑
の
風
に
て
御
出
帆
相
成
不
申
候
。 

此
段
御
断
奉
申
上
候
、
以
上
。 

庄
屋 

忠
兵
衛 

 

判 

五
月 

 
 

 
 

 

（
滞
留
の
日
々
、
右
の
書
付
を
出
す
よ
し
）
。 

 

五
月
十
九
日 

朝
よ
り
晴
天
、
五
ッ
半
頃
風
少
し
宜
し
よ
し
に
付
出
帆
致
候
処
、
戌
亥
の
風
強
な

り
。
箱
館
へ
着
船
難
成
趣
に
て
松
前
領
吉
岡
と
い
う
所
へ
昼
九
ッ
後
に
着
。
暫
時
見
合
候
て
も
同
風

に
付
吉
岡
に
泊
。 

 

五
月
二
十
日 

同
所
に
朝
四
ッ
頃
ま
で
風
待
致
候
え
ど
も
同
風
致
方
無
し
。
陸
地
一
里
半
（
中
継

宮
歌
）
福
嶋
に
到
て
九
ッ
時
止
宿
。 みほん
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